
平成 21 年度第３回北九州市高齢者介護の質の向上委員会 会議要旨 

 

 

１ 開催日時 

   平成２１年１２月２１日（月）１９:３０～２１:００ 

 

２ 開催場所 

   北九州市役所 本庁舎３階 大会議室 

 

３ 出席者等 

（１）委員 

    井田委員、伊藤委員、大中委員、緒方委員、小川委員、桑原委員、小金丸委員、下河辺

委員、下田委員、白木委員、白水委員、末次委員、田中(秋)委員、中野委員、中村（貴）

委員、中村（久）委員、野村委員、箱崎委員、橋元委員、舟谷委員、丸林委員、村上委

員、渡邉委員  

※欠席者 今村委員、河原委員、座小田委員、田中(徹)委員 

（２）事務局 

    保健福祉局長、総合保健福祉センター所長、地域支援部長、介護保険・健康づくり担当

部長、計画調整担当課長、高齢者支援課長、いのちをつなぐネットワーク推進課長、健

康推進課長、健康づくり担当課長、精神保健福祉センター所長、障害福祉センター所長、

介護保険課長、事業者支援担当課長 

 

 

４ 会議内容 

（１） 議題 

① 介護保険の実施状況について 
② 国の介護基盤緊急整備に伴う高齢者福祉施設の上乗せ整備について 

（２） 報告 

① 地域密着型専門委員会からの報告 
② 平成 21 年度の介護サービス従事者就労支援について 
③ その他 

   ア 国の動き 

   イ 第 10 回介護保険推進全国サミット in 北九州の開催状況について 

 

５ 会議経過及び主な発言内容 

（１） 議題 

① 介護保険の実施状況について・・・資料１ 
【発言趣旨】 

委 員：給付費の計画と実績の差と、保険料剰余の関係はどのようになっているのか。 

事務局：給付費のうち、保険料の負担割合は 19％であったことから、給付費の計画と実績

の差約 130 億円のうち、約 25 億円が保険料剰余分となっている。 
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    このほか、保険料収納率が計画を上回ったことや地域支援事業費の剰余等により、

第 3期の保険料剰余は全体で約 35 億円となっている。 

委 員：介護サービスを利用している人は、要介護認定者の約 7割となっている。 

その要因について、どのように考えているか。 

事務局：要介護認定者に対するサービス利用者の割合は、全国的に見ても 7～8割となって

いる。 

    本市が行った高齢者等実態調査では、介護サービスを利用していない理由として

は、念のための申請や病院などに入院しているためという回答であった。 

    今年度国において、認定とサービス利用状況について調査が行われる予定である。 

委 員：要介護認定者がサービスを十分に使うためには、ケアマネの質の向上が必要であ

る。ケアマネを対象とした研修も行われているが、参加者を増やす工夫が必要で

はないか。 

    研修等に参加し、日々研鑽しているケアマネに対し、市で認証マークを発行する

など、利用者が信頼できる仕組みづくりを独自で行ってはどうか。 

委 員：サービスの未利用者には軽度の方が多い。 

    介護予防のケアプランについても、しっかりとケアプランチェックを行っていた

だきたい。 

委 員：保険料はいつも余るものなのか。また、給付費等の計画や実績の状況について、

被保険者にどのように周知しているのか。 

事務局：全被保険者に対して、 6 月に保険料納入通知書とともに給付費や保険料の状況に

ついて周知している。第 3 期は剰余が生じたが、第 2 期は不足が生じ赤字であっ

た。 

委 員：特定施設入居者生活介護については、要介護２・３の利用者が伸びている。 

    どのようなサービス提供が行われているのか、監査体制の充実が必要である。 

 

② 国の介護基盤緊急整備に伴う高齢者福祉施設の上乗せ整備について・・・資料２ 
  事務局の説明に対し、特に意見はなく了承を得た。 

 

（２） 報告 

① 地域密着型専門委員会からの報告・・・資料３ 
【発言趣旨】 

 事務局：2 月に開催するシンポジウムでは、複合型特別養護老人ホーム及び小規模多機能

型居宅介護の事業への参入を検討している法人を対象に、それぞれの事業の概要

や、実際に行っている事業者からの実例紹介、公募の際の審査のポイントといっ

た内容を予定している。 

 

② 平成 21 年度の介護サービス従事者就労支援について・・・資料４ 
【発言趣旨】 

   委 員：受け皿となる施設等については、離職率の低い事業所や雇用体制がきちんと整え

られている事業所を選択していただきたい。 

   委 員：福岡県の人材派遣事業を受けているが、2 日目から職員が来なくなるという事例

もある。派遣する人材についても、しっかり見ていただきたい。 
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委 員：人材を募集しても集まらない状況である。どのように募集するのか。 

事務局：募集については、ハローワーク、福祉人材バンク、市広報誌等を活用し、広く募

集を行う予定である。 

 

③ その他 
 ア 国の動き・・・資料５ 

【発言趣旨】 

  委員長：交付金の申請については、慣れない作業のため、申請書の作成の簡素化等が必

要である。 

 
   イ 第 10 回介護保険推進全国サミット in 北九州の開催状況について・・・資料６ 

    


